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神埼市立千代田中部小学校 
令和７年度 第９号 

令和 ７年 ９月３０日 

文責 校長 坂 口 博 之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

「賢く  優しく 逞しく」  夢や目標に向かってチャレンジする児童の育成 
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１．これは「ズルい」ことですか？ 

今回は、「みんなが安心して過ごせる学校にするために」というテーマについてのお話です。 

皆さんは、顔や性格、これまで育った環境、一緒に過ごしている家族など、一人一人が違った存在です。上手

にできることや上手にできずに困っていることも一人一人違います。 

ここで、皆さんに考えてもらいたいことがあります。これは「ズルい」ことですか？例えば、身長の違う 3

人が壁の向こうの野球を見ています。でも何もない状態では壁のために二人が野球を見ることができません。

同じ高さの踏み台を３人に平等に配っても、背の低い左の子はまだ見えません。では、同じように野球を観る

ために、どうしたらいいでしょうか？３人全員見ることができるように、一人一人に合った踏み台を用意す

るといいですね。つまり、一人一人に合った支援（サポート）をすることが大切です。背が低くて見えない人

だけが踏み台を使うことは、「ズルい」ことではありませんよね。これと同じように学校でも、上手にできる

ことや上手にできないことは一人一人違います。一人一人の「困っていること」に合った支援（サポート）や

工夫をすることがとても大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．こんな場面を見たことがないですか？ 

こんな場面をみたことがあると思います。例えば、担任の先生以外の先生や支援員の先生が横につくこと、

違う部屋で学習すること、給食に食べられないものがある友達に別のメニューがあること、車いすの友達が

通りやすいようにスロープをつけることなど…。 

これらは「特別なこと」ではなく、「みんなが同じように学べるようにするために大切なこと」なのです。 

また、これらは、「みんなが楽しく、安心して過ごせるようにするために大切なこと」なのです。 

 

３．皆さんにできること 

先生だけでなく、皆さんにもできることがあります。 

それは、 

・友達の違いを認めること 

・「どうしたらいっしょにできるかな？」と考えること 

・できずに困っている友達がいたら、優しく助けたり、教えたり、励ましたりすること 

皆さんのこうした気持ちが、千代田中部小学校をもっとすてきな場所にしてくれます。 

４．終わりに 

終わりに、校長先生からのメッセージです。 

・みんなが自分らしく過ごせるための考えを大切にしましょう。 

・違いを認め合い、みんなで助け合える学校にしていきましょう。 

 

中部小ルール「しろた」 

し…しっかりそうじ 

ろ…ろうかはしずかに 

た…たくさんあいさつ 

 

みんなが安心して過ごせる学校にするために 

9月 10日(水)放送全校集会の話より 

引用：ティーンズ https://www.teensmoon.com 

ひとりひとり 

ちがう 

壁の向こうの野球

の試合を観たい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルナーズ巡回スクール・9月 2日(火)・5，6年生 

コーチの方に来ていただき、 

ゲームを通して、俊敏に動く 

動作やチームで協力して運 

動をする大切さなどを体験し 

ました。何よりも、運動をする 

ことの楽しさを味わう貴重な 

機会となりました。 

 

 

 

郷土学習・9月 4日木曜日・3年生 

 ヒシの種類やヒシの歴史に 

ついて学びました。近年は、生 

育環境が変わり、栄養が十分 

なく、ヒシが取れなくなったこと 

や、貴重なヒシを使った食品の 

開発・研究が進められ、郷土 

を盛り上げていこうと活動され 

ていることなどを知りました。 

市議会傍聴・9月 4日(木)・6年生 

 神埼市議会を見学し、議会の様子 

や雰囲気を体感することができました。 

当日は、旧市役所跡地の活用につ 

いて議論がされ、答弁の様子を傍聴 

しました。傍聴する際の守るべきマ 

ナーやルールを守って傍聴しました。 

 

福祉体験学習・9月 18日（木）・4年生 

 社会福祉協議会の方々に 

膝や肘に重りを装着して杖を 

つきながら歩いたり、車椅子に 

乗ったりして、高齢者や障害の 

ある方々の疑似体験をさせてい 

ただきました。普段当たり前のよ 

うにできることでも、難しいことが 

分かりました。 

科学教室・9月 19日（金）・3年生 

 佐賀大学の嬉教授に 

昆虫の特徴についてくわしく 

教えていただきました。生きて 

いるコオロギを用いて、オスと 

メスの違いなどを発見し、楽 

しみながら学習することがで 

きました。 

水害対策出前講座・9月 11日（木）・5年生 

 市のダム対策課より来ていた 

だき、田んぼダムの仕組みを教わ 

りました。普通のますと違い、切れ 

込みがあるますに秘密があることを 

知りました。また、模型で街への 

浸水を防ぐ田んぼダムの役割を 

見学しました。ダム建設のために 

立ち退きされる方々の気持ちも考えました。 

家庭科学習支援(チームおむすび) 

・9月 12日（金）、19日（金）、26日（金）・6年生 

 チームおむすびの方々に、 

しつけや玉止め、玉結び、 

ミシンの使い方等を習いながら、 

ナップサック制作をしました。 

各班に一人ずつ入って、個別に 

指導をしていただき本当に助かり 

ました。 

仮設トイレでご迷惑をおかけしています 
 トイレの改修工事は今のところ順調に進んでいます。 

現在、改修工事が行われている東側トイレは 10月末に 

終了する予定です。体育館トイレと配膳室の改修工事も 

進められています。また、西側トイレは 11月から着工 

し、２月末までに終了する予定となっています。教室 

から仮設トイレまでが遠く不便で、子供たちには、 

迷惑をかけています。 

家庭科出前授業・9月 2日と 9日（火）・５年生 

 カードを使ったゲームを通して、 

物々交換を体験しました。お金が 

あることで、物のやり取りが簡単に 

スムーズにできることを実感するこ 

とができました。また、物の選び方 

や買い方についても教わりました。 

たくさんの地域の方々に教わっています！ 


